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3死亡時画像診断における死後の脾臓の体積変

化：生前CTとの比較
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【目的】生前と死後の服部CTWliil典を用いて死後

の脾臓の体械変化についてIﾘlらかにする．

【方法】対象は死亡前7811以内に腹部Crと死

亡時CTが行われた58例.臨床惜報をもとに出血

性群(''=12) と非出lll性鮮(n=46)に分類

し，生前とﾀ亡時それぞれのCr画像から脾臓の

体械を測定し，比較検討した．

【結果】出lll性榊の生前とﾀ後の平均休校はそれ

ぞれ134.0cm3, 89.5cm3となり，非出1m性群の生前

と死後の平均体仙は91.2cm:', 78.8cm3となった．

いずれもｲ『意に縮小した．

【結論】どちらの群も， タピ後の脾臓は生前と比較

して有恵に縮小した．特に出lil性群で縮小率が大

きかった． タピ戦期の交感神経ｲ丁意によって脾臓が

縮小する可能性が考えられた．

l広範な浮腫変性をきたし診断に苦慮した子宮

筋腫のl例
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広範な浮I唖変性をきたし診断に苦脳した猟部漿

IIf~|〈子宮筋Ifの1例を経験した．

症例は42歳，女性.Cl､では骨盤部に充実性の

1，瘍が認められ，当初ﾘll巣山来の腫癌が疑われた．

MRIで子宮筋ﾙｨから述統するFIowvoidを認め，

甑部漿II蝋下筋脈と診'析された．

変性をきたした漿IIM-ﾄ筋1Kは卵巣など極々の骨

盤内腫瘍との鑑別が|H1題となる．粗大な′汁盤内腫

瘍は動静脈を侃位させ，栄従血椅の同定が|付難と

なることがある.FIowvoidの走行などに注意し栄

iflil管を同定することがlll米臓器の鑑別に亜要で

ある．
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